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学習コンテンツ 利用の手引き 

 

コンテンツタイトル みんなで使うパソコン 

 

対象学年   小学校 中学年 

 

学習のねらい 学校のパソコンを使うときの約束について考え，自ら進んで守れるようにする。 

 

学校で指導する際の学習展開例 

 

 児童の学習活動とスライド等の番号 指導上の留意点 

導

入 

○スライド１～６ 

・ 家でパソコンを使うとき，どんなこと

をしているか思い出し，発表する。 

○家でパソコンを使った経験のある児童に挙手を

させる等して，使用経験のある児童やその使用内

容について把握する。 

 

 

 

展

開 

○スライド７ 

・ 学校で，パソコンを始めようとして困

った経験を発表させる。 

 

 

 

 

○スライド８～１２ 

・ どうしてそんなことが起こったのか

考え発表させる。 

 

 

 

○スライド１３ 

・ 学校で，パソコンを使って学習をして

いるとき，こんな表示が出てきたらど

うしますか。 

○スライド１４～１５ 

・ 個人情報を書き込む等の表示が出て

きたとき，学校ではどうしたらよいか

考え，発表させる。 

○パソコンを始める時に発生する， 

・ 画面がディスプレイの上下左右によっていた。 

・ いきなり「スキャンディスク」画面が表れた。 

・ デスクトップの壁紙が他のＰＣと違っていた。 

・ アイコンがへっていたり，ふえていたりした。 

・ 見ていたらスクリーンセイバーがかかった。 

・・・・・等のトラブルについて発表させる。 

○一つひとつのトラブルについて，どうしてそんな

ことが起こったと思われるか発表させる。 

・ わからない事例は教師が説明する。 

・ 家では，してもよいことであっても，学校のみ

んなが使うパソコンではいけないことがある

ことに気付かせる。 

○インターネット関係で，よく出て来る表示を提示

し，そのときどうしたか児童に発表させる。 

・ はじめに，家での経験なのか，学校での経験な

のか，はっきりさせてから発表させる。 

○家では，してもよいことであっても，学校のみん

なが使うパソコンではしてはいけないことがあ

ることに気付かせる。 

ま

と

め 

○スライド１６ 

・ この時間の学習を振り返り，学校のみ

んなで使うパソコンを使用するとき

気を付けることを話し合う。 

○自分のボールを家で使うときと，学校のボールを

休み時間に使うのとでは，使い方が違うように，

パソコンにも，学校で使うときにはマナーや約束

があることを自覚させるようにする。 
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学習コンテンツの解説 

他の学習環境でも同じであるが，学校で使う場所やものは，次には他の人が使う。自分の都合が

良いようにその環境を変えたり，自分が使い終わったからといって後始末をしないで行ったりして

はいけない。しかし，パソコンが普及してきて，家でもパソコンを使っている児童は多い。それで，

家で覚えたことを学校のパソコンでもしてみたくなったり，友達に教えたくなったりして，学校の

パソコンを家のパソコンと同じように操作することがある。その中には，みんなで使うことが前提

である学校のパソコンでしてもらっては困ることもある。パソコン担当としては，そういうトラブ

ルによく出会う。一つひとつの詳しいことは，それぞれの使い方で学ぶことにして，ここでは，取

りあえず，トラブルに結びつくものや，パソコンを使ったときに「どうしたらいいの」と児童が聞

きたくなるような，日常的なマナーや約束的なものを取り上げる。学校で使うパソコンは，家で使

うパソコンとはちがい，学校のみんなで使うものだという意識付けにむすびつけたい。 

ス
ラ
イ
ド
１ 

スライド１

「みんなでつかうパソコン」

次へ

 

○ 本時の学習について知らせる。 

・ 自宅でパソコンを使っている子どもが何名くらいいるか

把握するとともに，家でのパソコンの使用と学校でのパ

ソコンの使用について，使い方のちがいや，学校で使用

するときに気を付けることについて学習することを知ら

せ，本時の学習の動機付けを図る。 

ス
ラ
イ
ド
２
～
６ 

　ひろちゃんはパソコンがとくいです。家では，お家の人といっしょに，楽しく
パソコンをつかっています。あなたはパソコンでどんなことをしていますか？

スライド２

どれかの画面をクリック

ホーページをみる けいじばんやチャットに書きこむ

メールをこうかんする ゲームや音楽を楽しむ

次へ進む  

○ 家では，パソコンを使ってどんなことをしているか発表

する。 

・ インターネットを利用した，ホームページの閲覧，メー

ルの交換，掲示板やチャット，そしてゲームの画像があ

る。でてきた画像をクリックすると拡大された画像がで

る。そこで，児童の経験を発表させたい。終わりは，「

次へ進む」をクリックするとスライド７へ進む。 

ス
ラ
イ
ド
７ 

スライド７

次へ

今，あなたがつかっているパソコンは，　　
　　　　　つぎは，ほかの人がつかいます。

どんなことに気をつけて使っていますか。

クリック

学校のパソコンは
「みんなでつかうもの」です。

学校で，みんなでつかうものは，
ほかに，どんなものがありますか？
　　　　

 

○ 学校のパソコンはみんなで使うものであることに気付か

せる。 

・ 子ども達はそんなことは当たり前のことだと思っている

であろうが，パソコンに向かうと，普段，家でやってい

ていることを，いつもやっていることだということで，

自分の思うように設定を変えてしまうことがあるので，

みんなで使うものであることをあらためて自覚させる。 

ス
ラ
イ
ド
８
～
１
２ 

　　　　Ｑ　さて、もんだいです。
　ひろちゃんは，学校でパソコンをつかうとき，家でしているように，
つぎのようなことをしたいと思っています。してもよいでしょうか？

ショート
カット

かべがみ

②自分のすきな写しんや
絵にかえたい。かえると
どうなるの？

スクリーン
セイバー

①デザインや待ち時間を
かえたい。かえるとどう
なるの？

スライド８

クリック

クリック

③自分がつかいやすいよ
うに，ふやしたり，へら
したりしたい。かえると
どうなるの？ クリック

まとめへ  

○ スクリーンセイバー，かべがみ，ショートカットについ

て話し合う。 

・ ここでは，パソコンを立ち上げたときに初めに映るディ

スクトップの画面で，子ども達がこれくらいしても構わ

ないと思うであろうことを取り上げた。よく使っている

子ほど構わないと思うであろうが，なれない子は，あれ

っと思うし，どうしたらよいかわからない子もいる。 
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ス
ラ
イ
ド
１
３ 

スライド１３

こういうページがでてきたらどうしますか？

ホームページ メールソフトが立ち上がってきた

けいじばん
名前や住所，アドレスなどが書き
こめるようになっているフォーム

次へ

 

○ メッセージや個人情報を書き入れるページが出てきたら

どうしたらよいか考える。 

・メッセージや個人情報を書き込むようなページは，原則と

して，何も書き込まないように指導する。必要がある場合

は，家では大人の人に，学校では先生に聞いて，判断をし

てもらうようにする。決して，自分だけの判断で書き込む

ことのないように指導する。 

ス
ラ
イ
ド
１
４ 

Ｑ　さて、もんだいです。
　学校で，インターネットをつかってしらべ学習をしているとき，つぎの
ようなことをしてしまいました。どうすればよかったでしょうか。

あなたが書いたことを見るのはだれですか？
③　住所や名前，電話番
号を書きこむところがあっ
たので，書いた。

②　メールソフトが立ちあがって
きたので，メッセージを書いてそ
うしんした。

①　メッセージをこうかんする　

ページがあったので，メッセージ
を書きこんだ。

次へ

？

どうしたら
いいの？

スライド１４

 

○ 情報を送信することがないように気をつけさせる。 

・ 家でメールや掲示板，チャットをしている子がいるかも

しれないが，同じ感覚で，学校でパソコンを使っている

ときに，いろいろなメッセージが出てきて，知らないう

ちにメッセージや個人情報を送信してしまうことがない

ようにする。送った情報は，パソコンの中ではなく，機

械の向こうで，だれかが見ることを気付かせたい。 

ス
ラ
イ
ド
１
５ 

あなたが書いたことを見るのはだれですか？
③　住所や名前，電話番
号を書きこむところがあっ
たので，書いた。

②　メールソフトが立ちあがって
きたので，メッセージを書いてそ
うしんした

①　メッセージをこうかんする　
ページがあったので，メッセージ
を書きこんだ。

次へ

？

どうしたら
いいの？

あなたが書いたことをあいての人がわかっても，せんもんのちしき
やぎじゅつのないわたしたちは，あいてがどういう人かわかりませ
ん。よくわからないところへじょうほうをおくるのはやめましょう。

※　ひつようなときは，先生に聞きましょう。

スライド１５

 

○ もしも書き込んだ場合どういうことになると思うか話し

合う。 

・ 書き込んだ場合，どういう人がそれを見るか分からない

ので，情報の内容によっては，危険を伴うものであるこ

とを知らせる。また，パソコンに詳しい人が調べれば，

どのパソコンから発信されたものであるかが分かること

を知らせ，責任ある行動を取ることを自覚させる。 

ス
ラ
イ
ド
１
６ 

スライド１６

学校のパソコンは
「みんなでつかうもの」です。

学校のパソコンをつかうときは

・つくったもののほぞんは，せんせいのしじにしたがいましょう。

・メールやけいじばんなどひつようがあるときは，せんせいにききましょう。

・つかいはじめのときとおなじにして，おわりましょう。

今，あなたがつかっているパソコンは，
　　　つぎは，ほかの人がつかいます。

 

○ これから，学校のパソコンを使うときにはどうしたらよ

いか話し合う。 

・ 学習のまとめに使う。パソコンも他の学校の用具と同じ

ように，元通りにするように指導する。保存やショート

カットの作成や削除等は先生の指示に従う。メールや掲

示板，チャットの使用についても，先生の指示を仰ぎ，

自分で勝手に使用しないことを確認する。 

参考文献等 

・全体構想 

http://www.ishikawa-c.ed.jp/ 石川県教育センター 情報倫理 小学生向 ele-pack 

・掲示板の紹介（スライド４，１３） 

http://www.nenrin.or.jp/ishikawa/ （財）石川県長寿生きがいセンター ゆうゆう広場 


